
 

 

  

時津図書館 中高生向け図書館だより 

No.23 

2026 冬号 

１月 16 日発行 

蔵書点検とは? 

図書館に所蔵している資料を 1点ずつ読み込み

ながら点検していく作業のことです。 

正しい場所に配列されているか、汚損や破損は

ないか、データに誤りが無いかなどを確認して

いきます。 

年に 1 度行う、本の棚卸のことです。 

本館・東部・北部分館は下記の日程で蔵書点検

を行います。 

利用される際はお気を付けください。 

東部：2月 12日（木） 北部：2月 13日（金） 

本館：2月 17日（火）～2月 20日（金） 

 

東部分館が東部コミュニティセンターからコスモス会館に移転しました。 

1月 8日（木）からリニューアル開館しています。 

みなさまのご来館をお待ちしております。 

・『自分を好きなきみが好き』 あやせ りんて∥著 河出書房新社 (Y 159.7) 

・『逃げ続けたら世界一周していました』 白石 あづさ∥著 岩波書店 (Y 290.9) 

・『スウィッシュ!』 藤ノ木 優∥著 徳間書店 (Y 913.6) 

・『聞こえない羽音』 舟崎 泉美∥作 小学館  (Y 913.6) 

・『28m先の彼方へ 江の島高校弓道部』 水瀬 さら∥著 スターツ出版 (Y 913.6) 

・『無価値のポラリス』 キム ミンソ∥著 岩井 理子∥訳 静山社 (Y 929.13) 



 

今年 2026 年は午年です。  

今回は午年にぴったりな 本を紹介します。  

この本は日本の南と北の対照的な環境で生きる馬、宮崎県都井岬に  

生息する御崎馬と青森県尻屋﨑に生息する寒立馬について、書かれ  

ています。  

御崎馬と寒立馬が自然環境の中でたくましく生きる姿が、写真ととも  

に詳しく 紹介されていて 、とても読み応えがあります。  

全ページに写真があり、御崎馬、寒立馬の可愛らしさやかっこよさが  

ギュッとつまった写真集のような本です。  

午年におすすめの 1 冊です。  

第 23 回のお題「馬」  

『北の馬と南の馬』  

前川貴行/写真 文 あかね書房(489.8)  

みさきうま かんだちめ 

※今回は「流行りを学びに」はお休みです。  

開館日が変更になる場合がございます。 

ご了承ください。 

開館時間 

火曜～金・日：10時～18時 

土 ：9時～19時 

1・2・3 月 

開館カレンダー 


